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· 出席者は記録者が印を付ける。

· 出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名（捺印）すること。

＜全体連絡＞
・気分障害のプログラムが2月から開始。本日実施予定。

・自身の担当利用者様のデータベースについて、自立支援医療や手帳などの社会資源の有効期限の入力を進めていくこと。

・三八地区でもインフルエンザの警報が出ている。インフルエンザ感染予防のために、手洗い・うがいを徹底し、人混みを避けるとともにマスクの着用を心掛けること。また、急な発熱や関節痛等の全身症状が出現したら、早めに医療機関を受診すること。

・年次有給休暇を申請したら慶長JGMへ報告すること。年休希望を記載できるカレンダーを準備している為、各自確認して記載すること。

・物品発注の決裁は慶長JGMに変更している。確認の為発注時は一言声を掛けるように。

・今後の予定として7月より敷地内全面禁煙になるとのこと。利用者への説明はまだせず、職員内で周知していくこと。
・2/7～2/14東北メディカル学院見学実習開始。

・身だしなみチェックの結果について、掲示されている為、各自確認すること。
＜研修案内＞
〔外部研修〕

・認知症ケア専門士認定試験の案内があり、希望の方は佐藤AOMまで。

〔内部研修〕
看護グループ内研修　場所：病院2階会議室
・2/8(金)　 テーマ：「救急対応」
・2/19（火）テーマ：「合併症・身体の管理」
法人研修

ビデオ研修2/7(木)　テーマ：「個人情報保護法について」
講師：わかば法務事務所　久保隆明氏　場所：メンタルケア病棟4階メモリアルホール
＜各種締め切り＞
・2月中　評価の更新(LASMI、転倒・転落)
・2/8（金）1月分経過記録締切
＜利用者様情報＞
デイケア

・平　京子　様　～骨折後、デイケアをしばらく休んでいる為状況確認の電話をするが応答なく、その後折り返しの電話がある。本日も整形外科に行き、腰に注射をしてきたとのこと。痛みはあるが、買い物などの家事はなんとか行えていると言う。今月中は休養の希望があり、3月になる頃に再度電話する事を伝え、終話している。
・高阪　博英様　～本人より、2/5（火）に足底のほくろを切除したと電話がある。今週は患部をついての歩行を禁止され、散歩や雪掻きなどもしないようにとの説明があり、仕事も休んでいるとのことで、散歩ができない為、愛犬はどうしているのか聞くと先々週に亡くなったと話している。明日、三沢市立市民病院の皮膚科受診であり、デイケアは欠席する予定だと話している為、無理のないように生活するように助言し、終話している。
・高山　英佐　様～本日、本人より電話連絡があり「ぎっくり腰で歩けないので休みます」
と欠席の希望が聞かれている。詳細を確認すると今朝起床の際に腰部に痛みがあり、現在歩行自体が困難であるとのこと。自宅で様子を見て、病院受診もしてみるよう伝えると「わかりました」と返答し電話を終えている。上記理由により本日欠席となる。
・寺沢　彩　様　～利用日ではないが自立支援医療の保険変更の手続きのため来所している。保険変更により自己負担上限額が変わる可能性が高いが、金銭面の不安感の訴えはない。今後不安の訴えがあった際は適宜対応していく。
・磯島　貴広　様～毎日8～9時間の睡眠をとっているが昼食あたりになると、眠くなってしまうと話している。その他、昼食後に無断で2階に上がってくることがあり、詳細の確認を行うと、雪が多く降ってきたため早く帰りたいとの確認を担当スタッフに聞きたいとのことで上がってきている。
・川口　尚良　様～昨日、外来があり主治医に最近眠りが浅いことを相談すると、漢方薬を処方されたとのこと。そのため、体調確認を行っていく。
デイナイトケア
・佐藤　ミツ子様～青風荘より情報提供があり、帰荘後は自身から膝関節や腰部の痛みを訴えることはない。就寝前に青風荘スタッフより疼痛の有無を確認すると、「左膝が痛い」と話すものの、繰り返し訴えることはなく話を切り上げることが出来ている。本日のデイナイトケアでは、運動療法の一環のラジオ体操やレクダンスを行う時間が近づいてくると、「今日は運動やらない」と話し、見学でもいいので参加することを促すも、拒否されている。そのため、本人希望の塗り絵を行っている。その後、他利用者様がコーヒーを飲みたいが青風荘に置いてきてしまったとの話を聞いて、自身で持って来ているスティックコーヒーを飲みたいがポットの使用方法が分からないと話すため、ポットの使用方法を教え、コーヒーを飲んでいる。その後、作業療法を行っている際に「ご飯食べない」「用意もしなくていい」などと話すことがあり、詳細の確認を行っている。確認すると、コーヒーを摂取したことでお腹がいっぱいな為、ご飯を食べないと話している。昼食を摂るまでに時間があるため、その時の状態で摂取出来そうであれば摂取することや食べられそうなものだけでも摂取するよう促すも、「なんでそんなこと言うの」と声高に話し、スタッフの話を聞き入れる様子がない。作業療法終了後は、ロッカーにこもり昼食を摂取したがらない様子が窺えている。
・田中　一　様　～グループホーム世話人より情報提供があり、訪問時に体調を確認すると昨晩は一睡も出来なかったと話している。対応時に目つきの鋭さがあり、苛々した様子が窺えていた。思い当たるものについて尋ねると特になく、服薬も行えていたと答えている。デイナイトケア利用の際に体調の変化があった際には、スタッフに相談するよう助言しているとのこと。本日のデイナイトケアでは、来所後直ぐに一睡も出来なかった為、静養室を使用したいことを話している。そのため、何かあったのか確認をするも本人様に思い当たるような節がなくなぜ眠ることが出来なかったのか分からないことを話している。そのため、体調確認で吐き気や頭痛などの有無を確認していると、「怠い」「頭が重たい」などと返答はしているものの、苛々している様な口調が聞かれている。体調確認後、静養室で1時間30分程静養している。
ナイトケア
・村上　元道　様～グループホーム世話人へ昨日のナイトケア利用時の様子について情報提供している。本日グループホーム世話人との交流時に気分の高さが認められたと情報提供がある。また他者へ過干渉となることがあり介入を要しているという。次回来所時に体調確認や精神症状の観察を行っていく。
本日、グループホーム世話人より情報があり、朝の訪問時には不在の事が多く、理由については今後どんな仕事についても良いように就労時間よりかなり前にグループホームを出ているとのことで、着いた後は時間をつぶしていると話しており、本日も不在。世話人に電話連絡があり「昨日の夜10時頃に叫び声が聞こえた。そんな人は入院させなさいよ。」との訴えがある。世話人より、事実確認や個人の特定が出来ていない事を伝えるが、直接、同グループの入居者様に聞いたり、他の入居者を疑っているとのこと。グループホーム内でもトラブルにならないように留意していくが、ナイトケアでも様子をしていくことしていく。
・下妻　康貴　様～「明日職場に着いたら雪掻きだなー正社員より1時間早く出勤してるから」と明日の天気や積雪量を気にしている。以後もスタッフと交流しながらテレビ観賞をして過ごしている。
・高山　英佐様（デイケア利用者様）～ぎっくり腰にて本日室岡整形外科を受診したと本人から連絡がある。安静にするよう指導を受けたとのことで明日デイケア欠席を希望している。処方薬を確認するが「飲み薬です。薬手帳は持っていかなかったです。薬事情報はもらったけど捨てた」と話すことから、今後は捨てずに処方薬を教えてほしいことを伝えている。
＜事例検討会＞

カンファレンスシート（佐々木理佳様）
実施日：H31年2月7日（木）13：30～14：00

検討内容　目標・計画の検討

	氏名
	佐々木　理佳様
	性別
	女
	年齢
	35
	生年月日
	S57.7.24

	主病名
	統合失調症
	合併症
	なし

	治療方針（医師の指示）
	就労に必要な能力を獲得し、就労を目指していく

	本人希望
	仕事を目指していきたい。体力をつけていきたい。

	入院歴
	6回　最終入院H29.6.30～H29.10.12

	通所歴
	青陽館利用　1回目
H29年10月16日～現在　　（週3回/月、水、金曜日）

	その他サービス利用
	訪問看護五福

	住居：両親と同居
	家族構成：父、母、姉、弟

	利用制度
	精神障害者保健福祉手帳2級
自立支援医療受給中（上限：5千円）


利用までの経緯

H17年2月頃より「皆に責められている、監視されている」「車のナンバーが気になる」などの連絡を母親にしていた。上記よりH18年1月に退職し、自宅にて生活。H18年4月に3年程付き合いのある交際相手との別れについて姉に相談していた頃より体重減少や昼夜逆転が出現。同年4.18にみかわ神経科内科を受診したが詳細不明。母親希望で同年5月11日八戸市立市民病院精神科初診。入院治療を勧めるが、家族・本人が抵抗を示すため、定期的な通院と服薬を開始し徐々に症状軽減。対人過敏性や口臭に対するこだわりは持続していた。その後、担当医に相談無く一般就労を行ない、対人関係や作業ミスの多さにより解雇もしくは離職を繰りしている。また、薬を飲んでいるから良くならないと考え拒薬し、間もなく症状再燃。病的体験に左右されるためH26.5.14同院1回目の入院。以後、上記症状の再燃により同院への入退院を繰り返しているH29.6.1同院入院後、生活訓練も視野に入れた退院支援を希望したことから、H29.6.30当院1回目の入院となる。

次第に病状は安定し、入院中からデイケア体験利用を開始。体験利用後に眠気や疲労感を訴えることがあるが、家族の受け入れが整ったためH29.10.12当院退院しH29.10.16より正式利用開始予定としていた。

【目標・治療計画（現在）】

	長期目標
	中期目標
	短期目標
	治療計画

	デイケアに参加しながら就労への準備を進めていく。
	就労支援プログラムに参加し、自身の能力を把握していく。
	就労支援プログラムへ自分から参加し、就労に向けた能力の向上を図る。
	来所時は就労支援プログラムに参加し、就労に向けた能力の向上を図る。また、今後安定した仕事を行えるように自身の能力を把握する。スタッフはプログラム参加状況を確認し、就労に向けた準備を話し合いながら行っていく。

	
	デイケアでの活動を通じ、体力を向上する。
	エアロビクスなどの運動療法に参加し、体力の向上を図る。
	エアロビクスなどの運動療法に自分から参加し、体力の向上を図る。スタッフは参加状況を確認し、必要に応じて本人に適した運動を提供する。


【検討内容】

	現状
	今後の対応

	・就労継続支援A型事業所の希望あったが、一般就労の希望があり、家族の許可、主治医の許可を得て派遣登録をした。その後、地元のホームセンターの面接を受け、返事待ちとなっていたが、不採用となる。自身で役場・ハローワークへ相談ができ、相談支援専門員も決まっており、11月27日面談し、就労継続支援A型事業見学所を見学したが、やりたいものではないと、一般就労の面接を受け、採用となっている。運輸会社の受付と話していたが、激務であり、2日で辞め、その後は近隣のスーパーの面接を受け、採用となる。1/9一般就労後、久々の来所。スーパーのレジ打ちを4時間行っており、楽しいと話している。本来であれば、6時間の仕事だが、病名を伝えた後はしばらく4時間で良いと言われ、色々気遣いもあるとの事。服薬について時折、忘れそうになるが服用は出来ているとの事。一般就労した事を相談支援専門員へ連絡していないと言うため、連絡するように助言している。今後のデイケアの利用は仕事が休みの時と希望があったが、利用した事のない曜日の休みも多く、話し合った結果、これまで通り月・水・金のままとしている。次回利用日は1/18（金）と決めたが、来所せず連絡もなく、折り返しの電話では来所する事を忘れていた様子。1/22「仕事で疲れているので、しばらく休みたい。デイケアに行っても、あまり長く居れないし。デイケアをやめる事は出来ますか？」と話している。病状確認の為、訪問看護の継続と主治医面談の際に来所する事を提案している。今月はデイケアを休むと言う為、今月末に2月以降の利用について話し合う事としている。仕事は5時間勤務になり、問題なく出来ているとの事で身体に気を付けて働くように伝え、終話している。都度、面談をしながら仕事の事を確認していく。
精神面では他利用者様へ異性を強制的に紹介しようとしたり、気分高揚気味に話す、不機嫌となる事があり、指摘している。指摘には「これがいつもの自分。」と自覚に欠ける事があった。以降は、落ち着いてはいるが意欲的な様子はない。

	今後就労を希望している方だが、今までの経緯を振り返ると、長続きしておらず、対人関係や作業遂行能力に影響があることが考えられる。
デイケアの就労支援プログラムに参加し、自身の能力を把握していきつつ、苦手な能力の向上を図り、自身の状態に合わせた就労を目指していけるように、目標計画を設定している。
設定した目標計画を継続し、就労を目指していけるよう関わっていく。

	


【目標・治療計画（再立案）】

	長期目標
	中期目標
	短期目標
	治療計画

	デイケアに参加しながら就労への準備を進めていく。

	就労支援プログラムに参加し、自身の能力を把握していく。
	就労支援プログラムへ自分から参加し、就労に向けた能力の向上を図る。
	来所時は就労支援プログラムに参加し、就労に向けた能力の向上を図る。また、今後安定した仕事を行えるように自身の能力を把握する。スタッフはプログラム参加状況を確認し、就労に向けた準備を話し合いながら行っていく。

	
	デイケアでの活動を通じ、体力を向上する。
	エアロビクスなどの運動療法に参加し、体力の向上を図る。
	エアロビクスなどの運動療法に自分から参加し、体力の向上を図る。スタッフは参加状況を確認し、必要に応じて本人に適した運動を提供する。


これまで、怠薬による症状再燃を繰り返している為、2/8（金）の来所時に今後のデイケア利用回数と目標、治療計画について本人と話し合い変更する。

